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1. はじめに 

近年地震などの災害により, 被災地だけでなく
被災地周辺の観光地においても風評被害を受けて
いる. 特に 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大
震災では, 震災だけでなく, 原子力発電所が津波
により損傷し, 食品や多くの観光地において風評
被害の影響を受けた.しかし, 風評被害の経過や対
策のサイトは, 個々に存在するがまとめているサ
イトがなく, 風評被害に関する研究も少ない.その
中の研究のひとつで観光地に対する風評被害の要
因と対策について報道内容の遷移を分析した研究
がある 1)

. これは, 観光に対する風評被害について報
道メディアにおける報道内容の遷移について形態
素解析を使って分析し, 過去の情報, 前日の報道と
の類似度として定量化している. また, 頻出語と重
要語も抽出している.  
風評被害とは, ある事件・事故・環境汚染・災

害が大々的に報道されることによって, 本来安全
とされる食品・商品・土地を人々が危険視し, 消
費や観光をやめることによって引き起こされる経
済的被害のことである 2). 特に観光においては, 消
費者がその地域を旅行することが著しく危険であ
るかのように誤認して旅行を手控えることによる, 
観光関連産業が有形(経済的損失), 無形(ブランド
イメージの低下)の損失を被ることになる 3）.  
そこで, 筆者らは, 観光事業者や行政側を対象に, 

観光への風評被害の事例を紹介し, 風評被害の理
解を深めることを目的としたポータルサイトの開
発を行ってきた 4). 本研究では, これまでの取組み
をもとに, Web 上の風評被害事例からメタデータ
を生成する際の精度の向上と内容の充実を目的に
メタデータの再設計を行う.  
 

2. 観光における風評被害事例ポータルサイト 

筆者らは , 観光における風評被害対策の情報を
Web 上から収集し, その情報を事例として扱い, 地
図上に表示し, 事例を提供するポータルサイトを作
成してきた. この際, 事例を収集するためにメタデ
ータの設計を行っている. 作成したメタデータの項
目としては, 地域, 災害名, 発生時期, 風評被害
対策情報などといったものである. これらの項目
をもとに事例ごとに情報を付加し, その事例を検
索できるようにしていた. 事例収集した際のメタ
データ生成の精度としては, 約 8 割のデータが意
図した情報が取得できていた. しかし, 意図しな
い情報の取得やリンク切れなどの課題が挙げられ,  
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Web 上の事例からメタデータを作成する際の精度や
生成された内容が必ずしも十分とはいえなかった
ためメタデータの再設計を行う. 

 
3.  新聞記事データベースの調査 
3.1. 調査方法 
今回の震災における風評被害の状況や風評被害

への対応, 被害の範囲などといった情報の特徴を
分析し, メタデータの再設計をすることを目的に
新聞記事データベースの調査を行った. 記事の抽
出は「観光」と「風評被害」の AND 検索とした. 
最初に調査したのは, 朝日新聞の記事データベ

ース聞蔵 II ビジュアルである. 対象期間としては, 
震災が発生してからの 1 年半にあたる 2011 年 3 月
11 日～2012 年 9 月 11 日までの記事を対象として
いる. しかし, この新聞に掲載されている記事で
は, 震災の被害についての記事が多く経済的な被
害や企業の対応について調べるのは困難であった.  
そこで, 経済活動について詳しい日経新聞につ

いてテレコン 21 を用いて調査することにした. 風
評被害が経済的被害ということもあり, 地方ごと
の対応や反応についてまとめて掲載されている日
経新聞地方経済面が調査に適していると考えた. 
日経新聞地方経済面の調査も震災発生から 1 年半
としており, 記事件数しては, 355 件となっている. 
上記の期間の記事を対象に 2 つの分析を行った.  
3.2. 使用したツール 
分析には, KH Coder という内容分析(計量テキス

ト分析）やテキストマイニングをするためのフリ
ーソフトウェアを用いた. このツールの機能のう
ち, 文中の単語を抜き出し, 頻出語を抽出しリス
ト(表 1)を作成する機能, 語と語の関係性をネット
ワーク化し, 可視化する共起ネットワーク(図 1)を
作成する機能の 2 つを用いた. これらの機能を使
い 355 件の記事を約半年毎に分け, 分析を行った. 
半年毎に分割した理由として, じゃらん宿泊旅行
調査 2012 の観光客の回復において震災発生から半
年で回復の傾向が見られたこと, 震災から 1 年後
を復興期として位置づけていることが挙げられる. 

表 1.各期間の頻出語上位 20 位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
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図 1.共起ネットワーク 
 

3.3. 分析結果 
震災が発生した直後から半年は, 震災による影

響や宿泊施設, 自治体への要望, 風評被害への対
応といった情報が多かった. 震災から半年が経過
すると徐々に復興に向けた風評被害対策として企
業が観光 PR や復興支援活動の紹介などを行ってい
る. これらの活動の甲斐あってか観光客数が回復
傾向にあるのが見て取れた. また, 企業が賠償を
求めるといったことが行われている. 震災から 1
年が経過し, 震災による騒動がある程度落ち着い
てくると, 復興に関する語より前年度との比較を
する語が多くなっていることが分かった. 観光客
数は回復傾向にあるが, 回復している地域とそう
でない地域の差もみられた.  
頻出語の結果を見ていくと同じ意味の語でも, 

出現回数の違いや多少の表現の違いがあることが
判明した. 共起ネットワークからは, 国内だけで
なく外国人観光客も減少していることや風評被害
に関して国や自治体といった主体に要望を出して
いることが分かる. 
 
4.  メタデータの再設計 
4.1. 設計方針 
以上の分析結果と前研究の課題解決を目的とし,

メタデータの設計方針を以下のようにした.  
(1) メタデータの内容充実 

前研究では, 風評被害対策の事例を収集していた
が, 本研究では, 被害額や観光客の増減の比較とい
った具体的な数値が分かる情報も併せて収集を行
う. また, Web 上からの事例を収集するため, リン
ク切れが起こることが考えられる. そこで元のリ
ンクが消えても元記事の概要がわかる内容にする. 

(2) 風評被害事例収集の精度向上 

サイトによって語の表現に違いがあるため, 類
義語をまとめたものを設定することによって, 風
評被害に関連する事例収集の精度を向上する.  
4.2. 再設計したメタデータの項目 
第 3 章の分析結果と前研究をもとに今後起きる

災害も考慮した上で, 各事例情報を整理するため
の項目を作成した(表 2). 追加した項目は, 新聞記

事の分析結果から被害や賠償, 前年度との比較と
いった情報が多いことから「被害・賠償」「比
較」「傾向」を追加した. また, 「対象とする主
体」の項目において知事や市長などの人物の情報
も付加する. さらに海外への風評被害対策に関す
る記事が多く見られたため「対象」という項目の
必要性が確認できた. 

表 2.メタデータの項目 
項目 内容 

URL http://~ 

地域 ○○県○○市○○町 

災害・事件名 災害, 感染症, 事件・事故,  

環境汚染等 

発生時期 19○○年○月○日 

情報発信日 20○○年○月○日 

含まれる情報の

種類 

被害, 対策, 効果, 賠償 

発信形態 論文, ブログ, ネットニュース等 

対策の内容 PR, 広告配信, 正確な情報発信, 

インバウンド事業等 

対象とする主体 国, 都道府県, 市町村, 企業, 個人 

被害・賠償 被害額, 観光客の減少, 請求額 

比較 前年度との観光客や売上の比較 

傾向 減少, 回復 

対象 国内観光客, 海外観光客 

 

5. おわりに 

本研究では, 新聞記事データベースの記事をもと

に分析を行い, メタデータの再設計を行った. 

風評被害に関しての事例を集める際, 風評被害で

あるかどうかの判断が難しいといわれてきたが, 

今回の分析を通して, 風評被害と関係性の高い語

を定義することで収集した事例の適合性が高くな

ることが期待される. また, リンク切れに関して

も被害や比較に関する詳しい情報を残しておくこ

とによって, 状況を比較する際, 参考になると考

える. さらに, 収集した事例を分析していくこと

で, 今後災害が起きた際に状況の把握, 判断と将

来の予測をする際の拠り所にできる. 

今後は, 本研究において再設計したメタデータ

をもとに筆者らが作成した風評被害事例ポータル

サイトを改善し, 利用者への情報提供のあり方に

ついて検討を行う.  
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